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平成 19年４月 23日 

各    位 
 

会 社 名  株 式 会 社 ア ク セ ス 
代 表 者 の 
役 職 氏 名 代表取締役社長 北  博 之 

 （JASDAQ・コード：4700 ） 

問い合せ先 管 理 本 部  管 理 部 
部 長  前 田  貴 子 

電 話 番 号 （０６）６２０８－１６００(代表) 

 
 

平成 19年３月期通期（連結・個別）業績予想の修正 
および特別損失の発生に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成 19年２月 16日付け当社「平成 19年３月期 第３

四半期財務・業績の概況（連結）」にて公表いたしました平成 19年３月期（平成 18年４月 1日

～平成 19年３月 31日）の業績予想（連結・個別）を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 19年３月期（連結・個別）業績予想の修正 

(1) 通期業績予想（平成 18年４月１日～平成 19年３月 31日） 

① 個 別 
   （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A）     1,750   △1,900     7,420 

今回修正予想（B）     1,968     △955     7,045 

増減額（B-A）     218     945   △375 

増減率（％）    12.5     －    △5.1 

ご参考：前期(通期)実績     1,975   △2,249   △2,385 

 
② 連 結 

   （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A）     1,750   △1,920     7,400 

今回修正予想（B）     2,315     △950     7,047 

増減額（B-A）      565     970    △353 

増減率（％）    32.3      －   △4.8 

ご参考：前期(通期)実績     1,980   △2,257   △2,374 
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(2) 修正および特別損失発生の理由 

① 個 別 

当下半期におきましては、徐々にではありますが『ＰＬＡＮＥＴ』をはじめとする当社

の技術力についてお客様や協業パートナーの理解が深まり、当下半期以降の売上高は順調

に推移いたしました。この結果、売上高は 1,968百万円（前回予想比 218百万円の増加）

となる見込みです。 

費用面においては、かねてより行っておりました、韓国のシステム開発プロジェクトに

おいて当社と顧客との間での折衝が決裂し、プロジェクトを中断するとともにソウル支店

の廃止を決定いたしました。これに伴い、当該プロジェクトで発生しました仕掛費用等の

現時点において発生が予想される損失 780百万円を特別損失として処理することとなり

ました。これに加え SI案件において生産性向上に注力し、下期以降外注費を削減し売上

原価が減少した結果、経常損失につきましては 955百万円（前回予想比 945百万円の減少）

となる見込みです。これに不動産売却に伴う特別損益及びソウル支店閉鎖に伴う費用等が

発生することにより、当期純利益は 7,045百万円（前回予想 375百万円の減少）となる見

込みです。 

 

② 連 結 

連結業績予想につきましては、個別の修正理由に加え、平成 18年 12月 20日に 100％

株式を取得し子会社となりました日本保証システムの業績（売上高 345百万円、経常利益

8百万円、当期純利益 4百万円）が連結業績に寄与することにより、売上高は 2,315百万

円（前回予想比 565百万円の増加）、経常損失は 950百万円（前回予想比 970百万円の減

少）及び当期純利益は 7,047百万円（前回予想比 353百万円の減少）となる見込みです。 

なお、平成 19 年３月 31 日現在で弊社が保有する日本保証システムの株式の割合は、

70.4％となっております。 

 

２．配当について 

期末配当につきましては、平成 19年３月 20日発表のとおり、１株あたり 5,000円（普

通配当 1,000円、特別配当 4,000円）の復配を平成 19年６月 28日開催予定の第 13回定

時株主総会において付議予定です。 

 

 

以 上 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり

実際の業績は、今後の様々な要因により、上記予想数値とは異なる可能性があります。 


